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第
百
七
十
七 

  
 

次 

鋒 
   
 
 
 
 

一 
  

剣
道
や
柔
道
の
団
体
戦
は
、
通
常
、
一
チ
ー
ム
五
人
の
選
手
で
編

成
さ
れ
る
。
野
球
な
ら
一
番
、
二
番
、
三
番
と
数
字
で
呼
ぶ
が
、
武

道
で
は
古
来
の
合
戦
に
お
け
る
陣
立
て
に
見
立
て
、「
先
鋒
」「
次
鋒
」

「
中
堅
」「
副
将
」「
大
将
」
と
呼
ぶ
。 

 

三
勝
す
れ
ば
勝
ち
抜
き
が
決
ま
る
。 

 

先
手
必
勝
な
の
で
、「
先
鋒
」
は
勝
つ
こ
と
が
必
須
の
要
件
と
な

る
。「
先
鋒
」
が
勝
利
し
た
あ
と
「
次
鋒
」
が
勝
て
ば
、
戦
い
は
断

然
有
利
だ
し
、「
先
鋒
」
が
負
け
て
も
「
次
鋒
」
が
勝
て
ば
一
対
一
、

し
か
も
後
勝
し
た
方
に
勢
い
が
つ
く
。 

 

そ
こ
で
「
次
鋒
」
を
任
じ
ら
れ
た
選
手
に
は
、
多
少
の
工
夫
が
要

る
。
勝
負
は
三
本
の
う
ち
二
本
先
取
で
決
ま
る
か
ら
、
と
も
あ
れ
一

本
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
転
が
利
き
、
す
ば
し
こ
い
動
き

が
で
き
、
や
や
変
則
的
な
太
刀
筋
の
者
が
選
ば
れ
る
ら
し
い
。 

 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
が
立
ち
上
が
っ
た
時
期
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え

た
。
日
本
電
子
開
発
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
日

本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
リ
サ
ー

チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
な
ど
が
「
先
鋒
」
と
す
れ
ば
、
永
妻
壽
の
シ
ス

テ
ム
開
発
か
ら
以
後
に
設
立
さ
れ
た
企
業
は
「
次
鋒
」
に
相
当
す
る

で
あ
ろ
う
。
日
本
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
の
先
行
き
は
、
彼
ら
が
ど
う

頑
張
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。 
 

ソ
フ
ト
産
業
の
「
次
鋒
」
を
概
観
し
た
い
。 

  

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興
協
会
の
発
起
人
に
、
在
阪
の
企
業
と
し

て
唯
一
名
を
連
ね
た
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
）

は
、
大
阪
市
北
区
梅
が
枝
町
で
舟
渡
善
作
が
創
業
し
た
。
前
身
は
六

一
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
「
日
本
シ
ス
テ
ム
・
マ
シ
ン
株
式
会
社
」

で
あ
る
。 

 

六
二
年
三
月
に
日
本
電
気
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
販
売
特
約
店
契
約

を
結
び
、「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
」
の
販
売
と
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
開

始
し
た
の
が
ソ
フ
ト
分
野
に
進
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
六
六

年
九
月
に
電
子
計
算
機
部
を
分
離
独
立
し
、
資
本
金
五
百
万
円
、
従

業
員
四
十
五
名
を
も
っ
て
「
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
株
式
会
社
」
が
設

立
さ
れ
、
翌
月
、
社
名
を
変
更
し
た
。 

 
一
九
七
二
年
三
月
末
現
在
で
い
う
と
、
資
本
金
は
四
千
万
円
に
増

資
さ
れ
、
従
業
員
数
は
二
百
七
十
人
に
増
え
て
い
た
。
日
本
電
気
が

大
阪
市
に
開
設
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
を
購
入
し
て
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
だ
け
で
な
く
受
託
計
算
も
手
が
け
た
。
売
上
高
は
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四
億
五
千
三
百
四
十
二
万
七
千
円
で
あ
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
一
九
八
二
年
、
本
社
は
大
阪
市
北
区
中
之
島

の
住
友
中
之
島
ビ
ル
に
移
り
、
東
京
都
港
区
芝
公
園
の
秀
和
芝
パ
ー

ク
ビ
ル
に
東
京
支
社
を
開
設
し
て
い
た
。
資
本
金
は
一
億
二
千
万
円

（
七
二
年
比
三
倍
）、
従
業
員
は
六
百
三
十
人
（
同
二
・
三
倍
）、
売

上
高
は
六
十
六
億
円
（
十
四
・
七
倍
）
だ
っ
た
。 

 

従
業
員
数
は
二
倍
強
に
増
え
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
売
上
高
が

約
十
五
倍
と
い
う
の
は
驚
異
的
な
伸
び
で
あ
る
。
派
遣
か
ら
受
託
へ

の
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
の
は
、
日
本
電
子
開
発
の
前
例
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。 

 

関
西
地
区
で
数
少
な
い
ソ
フ
ト
会
社
の
代
表
格
で
も
あ
っ
た
。 

 

「
そ
れ
ま
で
同
じ
大
阪
市
内
に
あ
る
ソ
フ
ト
会
社
の
交
流
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
ソ
フ
ト
協
の
設
立
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
大
川
（
功
）
さ
ん
と
知
り
合
い
、
そ
の
後
、
関
西
支
部
の
活
動
を

通
じ
て
各
社
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
」 

 

と
舟
渡
は
い
う
。 

 

八
九
年
、
長
年
の
協
会
活
動
に
対
し
藍
綬
褒
章
を
受
け
た
。 

  

大
阪
に
本
拠
を
構
え
た
ソ
フ
ト
会
社
と
し
て
特
筆
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
シ
ス
テ
ム
デ
ィ
ベ
ッ
ロ
プ
メ
ン
ト
（
Ｎ

Ｓ
Ｄ
）
と
い
う
会
社
で
あ
る
。 

 

創
業
者
は
三
和
銀
行
で
事
務
企
画
部
長
を
務
め
た
大
東
清
成
と
い

う
人
物
で
、
年
に
数
回
、
新
宿
の
東
京
本
社
で
開
か
れ
た
懇
談
会
に

招
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
温
和
な
人
柄
で
あ
っ
て
、
ま
ず
ソ
フ
ト
業

界
き
っ
て
の
紳
士
と
い
う
印
象
が
強
い
。 

 

一
九
一
九
年
大
阪
市
に
生
ま
れ
、
四
三
年
関
西
学
院
大
学
法
学
部

卒
と
い
う
か
ら
、
独
立
し
て
会
社
を
興
し
た
と
き
は
五
十
歳
に
な
っ

て
い
た
。
も
の
の
喩
え
に 

 

「
七
十
か
ら
の
手
習
い
」 

 

と
は
い
う
が
、
変
化
の
激
し
い
こ
の
業
界
で
五
十
歳
で
の
起
業
に

は
勇
気
が
要
る
。 

 

パ
ン
チ
業
務
の
受
託
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス

テ
ム
の
一
括
運
用
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
で
事
業
を

拡
大
し
た
。
株
式
を
東
京
証
券
取
引
所
二
部
に
上
場
す
る
ま
で
、
二

十
七
年
二
か
月
に
及
ん
で
社
長
と
し
て
指
揮
を
振
る
っ
た
。 

 

一
九
九
六
年
に
三
和
銀
行
か
ら
招
聘
し
た
内
久
保
晋
一
郎
に
後
を

譲
っ
た
。
そ
の
直
後
の
九
月
二
十
六
日
、
喘
息
の
発
作
を
起
こ
し
て

不
帰
の
人
と
な
っ
た
。
享
年
七
十
七
。 

 

内
久
保
は
大
東
亡
き
後
の
Ｎ
Ｓ
Ｄ
を
よ
く
守
り
、
だ
け
で
な
く
株

式
を
東
京
証
券
取
引
所
一
部
に
上
場
し
た
。
一
部
上
場
を
機
に
、
長

く
大
東
の
大
番
頭
で
あ
り
、
か
つ
懐
刀
と
し
て
社
業
の
発
展
に
大
い

に
貢
献
の
あ
っ
た
鳥
川
美
光
に
あ
と
を
任
せ
た
。 

 

そ
の
鳥
川
が
社
長
就
任
か
ら
わ
ず
か
一
年
で
体
調
を
崩
し
鬼
籍
に

入
る
と
は
、
だ
れ
も
考
え
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
十
二
月
四
日
、
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食
道
ガ
ン
が
悪
化
し
て
死
去
。
享
年
六
十
五
。 

 
も
と
も
と
痩
せ
ぎ
す
の
体
格
だ
っ
た
。
耳
に
か
か
る
銀
髪
を
か
き

あ
げ
る
と
き
、
大
学
の
教
授
然
と
し
た
風
情
が
あ
っ
た
。
大
東
と
同

じ
よ
う
に
温
和
な
人
柄
が
、
周
囲
か
ら
好
ま
れ
た
。
筆
者
も
Ｎ
Ｓ
Ｄ

を
取
材
す
る
と
き
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
人
を
窓
口
に
し
た
。 

 

鳥
川
は
一
九
三
六
年
大
阪
市
に
生
ま
れ
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
を

卒
業
し
て
大
津
タ
イ
ヤ
に
入
っ
た
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
の
系
列
会

社
で
、
鳥
川
が
入
社
し
た
当
時
は
業
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の

た
め
日
本
セ
ロ
フ
ァ
ン
に
転
職
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
計
算
機
と
出

会
っ
た
。
一
九
六
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

「
最
初
に
操
作
し
た
の
は
昔
な
が
ら
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ

ム
で
ね
。
そ
れ
が
や
っ
と
電
子
計
算
機
に
替
わ
る
と
い
う
の
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
移
行
作
業
を
し
て
い
た
と
き
、
会
社
が
倒
産
し
ち
ゃ
っ

て
」 

 

と
、
生
前
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

パ
ン
チ
ャ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
再
就
職
先
を
探
し
、
一
息
つ
い

た
と
き
、
見
回
す
と
自
分
ひ
と
り
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

六
八
年
の
八
月
、
大
学
の
ゼ
ミ
で
知
り
合
っ
た
教
授
が
、 

 

「
こ
こ
な
ら
ど
う
だ
」 

 

と
紹
介
し
た
の
が
Ｎ
Ｓ
Ｄ
だ
っ
た
。 

 

「
ま
だ
会
社
は
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
東
さ
ん
は
二
年
ほ

ど
前
か
ら
独
立
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
集
ま
っ
た
の
は
パ
ン
チ
ャ

ー
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
、
営
業
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
探

し
て
い
た
」 

 

こ
う
し
て
四
十
九
歳
の
男
と
三
十
二
歳
の
男
が
出
会
い
、
四
半
世

紀
に
わ
た
る
二
人
三
脚
が
始
ま
っ
た
。 

 

会
社
設
立
か
ら
二
年
後
、
三
和
銀
行
の
紹
介
も
あ
っ
て
Ｎ
Ｓ
Ｄ
は

新
卒
者
十
人
を
日
立
製
作
所
の
戸
塚
工
場
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
戸
塚
工
場
に
は
日
立
の
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
場
」
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
発
展
・
独
立
し
て
現
在
の
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
が
設
立
さ
れ
る
。 

 

次
い
で
神
奈
川
県
の
大
井
松
田
に
完
成
し
た
第
一
生
命
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
一
括
し
て
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
四
七

年
に
は
、
日
立
製
作
所
経
由
で
日
本
電
信
電
話
公
社
横
須
賀
通
信
技

術
研
究
所
の
基
礎
技
術
開
発
部
門
に
技
術
者
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ

た
。 

 

「
こ
れ
か
ら
の
商
売
は
、
や
は
り
東
京
だ
な
」 

 

大
東
が
鳥
川
に
言
っ
た
。 

 

「
わ
た
し
が
行
け
、
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
、
と
考
え
ま
し
た
。

体
制
が
整
っ
た
ら
、
大
阪
に
戻
る
つ
も
り
で
東
京
に
来
た
。
と
こ
ろ

が
わ
た
し
は
ま
だ
、
東
京
に
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
体
制
作
り
は

途
上
と
い
う
こ
と
で
す
よ
」 

 

社
長
に
就
任
し
た
と
き
、
そ
ん
な
軽
口
を
言
っ
て
い
た
鳥
川
の
笑

顔
を
思
い
出
す
。 
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二 
  

伊
藤
正
之
は
日
興
証
券
に
勤
め
て
い
た
。
証
券
取
引
の
計
数
管
理

で
電
子
計
算
機
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
最
初
に
扱
っ
た
の
は
真
空

管
式
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
６
０
で
あ
る
。
入
社
し
て
し
ば
ら
く
の
仕
事

は
、
真
空
管
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
っ
た
。 

 

―
―
そ
の
う
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業
で
様
々
な
企
業
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
時
代
が
く
る
の
だ
ろ
う
な
。 

 

そ
の
と
き
は
漠
然
と
そ
う
思
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
シ
リ
ー
ズ
が
出
て
、
そ
の
印
象
が
一

段
と
強
く
な
っ
た
。
株
式
の
動
き
か
ら
、
次
の
時
代
が
読
め
る
。
読

む
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
能
力
を
資
財
を
投
資
し
て
事
業
化
す
る
こ

と
を
少
し
も
畏
れ
な
い
。 

 

「
そ
れ
を
仕
事
に
し
よ
う
」 

 

新
し
い
も
の
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
証
券
業
界
の
特
性
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
伊
藤
か
ら
十
年
ほ
ど
遅
れ
て
「
東
京
シ
ス

テ
ム
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
高
橋
勝
也
も
証
券
業
界
か
ら

の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
で
あ
る
。 

 

伊
藤
が
「
日
本
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
」
を
設
立
し
た
の
は
六
八
年
四
月
、

資
本
金
は
四
百
万
円
だ
っ
た
。
社
名
は
も
ち
ろ
ん
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
ち
な
ん
で
い
る
。 

 

独
立
に
際
し
て
伊
藤
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

大
久
保
茂
に
相
談
し
た
。 

 

「
考
え
直
し
な
さ
い
。
面
白
い
が
、
儲
か
ら
な
い
」 

 

と
大
久
保
は
言
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
伊
藤
は
そ
う
考
え
な
か
っ
た
。 
 

「
面
白
い
な
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」 

 

こ
の
あ
た
り
、
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
丸
森
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 

創
業
に
当
た
っ
て
伊
藤
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。 

  

当
社
は
知
識
産
業
を
標
榜
す
る
企
業
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

当
面
の
目
標
は
、
デ
ー
タ
通
信
を
利
用
す
る
大
規
模
シ
ス
テ
ム
の
設

計
と
運
用
技
術
の
開
発
で
あ
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
当
社
は

大
前
提
と
し
て
研
究
開
発
投
資
と
高
度
な
技
術
の
育
成
を
重
視
す
る
。 

 

「
未
来
へ
の
挑
戦
」 

 

そ
れ
が
日
本
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
で
す
。 

  

設
立
か
ら
五
年
目
で
資
本
金
は
六
千
四
百
万
円
（
十
六
倍
）、
従

業
員
は
二
百
二
十
人
だ
っ
た
。
当
初
か
ら
日
本
電
気
と
の
関
係
が
深

く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
運
用
管
理
業
務
を
経
て
ソ
フ
ト
開
発
に
手

を
広
げ
た
。
証
券
業
界
出
身
だ
け
に
、
そ
の
方
面
に
強
み
を
発
揮
し

た
。
ば
か
り
で
な
く
、
社
名
の
通
り
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
設

計
と
開
発
が
得
意
分
野
に
な
っ
た
。 
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さ
ら
に
そ
の
五
年
後
に
は
、
資
本
金
は
一
億
円
、
従
業
員
は
四
百

五
十
人
、
売
上
高
は
三
十
一
億
円
に
成
長
し
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産

業
振
興
協
会
で
は
丸
森
、
伊
藤
が
〝
若
手
〞
の
リ
ー
ダ
ー
格
だ
っ
た
。

の
ち
副
会
長
と
な
っ
た
の
も
丸
森
と
歩
を
一
に
し
て
い
る
。 

 

誤
解
の
な
い
よ
う
に
あ
え
て
書
い
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

日
本
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
と
い
う
会
社
は
二
〇
〇
五
年
十
月
、
同
業
の

ソ
ラ
ン
に
経
営
統
合
さ
れ
て
消
滅
し
た
。
そ
の
の
ち
「
テ
ク
ノ
イ
ン

フ
ィ
ニ
タ
ス
」（
一
九
九
六
年
十
二
月
設
立
）
が
「
日
本
タ
イ
ム
シ

ェ
ア
」
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
無
論
、
伊
藤
が
設
立
し
た
日

本
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
と
は
無
縁
で
あ
る
。 

  

七
〇
年
五
月
に
誕
生
し
た
「
株
式
会
社
セ
ッ
ク
」
と
い
う
会
社
が

面
白
い
。 

 

創
業
社
長
の
矢
野
恭
一
は
東
大
在
学
中
に
原
子
力
開
発
用
の
解
析

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
没
頭
し
、
就
職
活
動
に
出
遅
れ
た
。
そ
れ
で
も
「
東

大
」
で
あ
れ
ば
就
職
口
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
が
、
学
生
時
代
に
す

で
に
会
社
を
設
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
東
大
の
仲
間
を
集
め
、

本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。 

 

「
二
十
二
歳
で
ソ
フ
ト
会
社
の
経
営
者
と
い
う
の
は
、
当
時
、
い

ち
ば
ん
若
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」 

 

と
矢
野
は
言
う
。 

 

そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。 

 

お
そ
ら
く
リ
ク
ル
ー
ト
と
並
ん
で
「
日
本
で
初
め
て
」
に
属
す
る

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
も
あ
っ
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
業
務
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
分
析
や
ト
ー
タ
ル
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
解
析
な
ど
を
専
門
に
行
い
、
国
内
に
数
少
な
い
「
シ

ス
テ
ム
設
計
業
」
を
営
ん
だ
。
そ
の
業
態
は
、
以
後
も
基
本
的
に
変

わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
面
白
か
っ
た
。
気
が
つ
い
た
ら
会
社
に
な

っ
て
い
た
」 

 

経
営
者
の
意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
や
り
た
い
仕
事
を
し
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
技
術
者
の
派
遣
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
始

め
か
ら
念
頭
に
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
に
設
立
か
ら
十
年
を
経
て
も
、
従
業
員
は
二
十
七
人
に

し
か
増
え
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
増
や
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ

り
、
情
報
処
理
技
術
者
資
格
の
「
特
種
」
取
得
が
こ
の
会
社
で
は
当

た
り
前
だ
っ
た
。
修
士
号
、
博
士
号
を
持
つ
社
員
が
何
人
も
い
た
。 

 

「
人
が
増
え
る
と
、
質
が
落
ち
る
」 

 

と
い
う
の
が
哲
学
に
な
っ
た
。 

 
当
時
、
一
般
の
ソ
フ
ト
会
社
は
売
上
高
の
三
割
前
後
が
外
注
費
、

つ
ま
り
受
け
入
れ
る
派
遣
要
員
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
。
売
上
高
が

十
億
円
で
あ
っ
て
も
、〝
真
水
〞
は
七
億
円
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
セ
ッ
ク
は
下
請
け
を
い
っ
さ
い
使
わ
な
か
っ
た
。
一
九

八
〇
年
度
の
売
上
高
は
二
億
三
千
万
円
、
従
業
員
一
人
当
た
り
年
間
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八
百
七
十
万
円
と
い
う
の
は
、
驚
く
ほ
ど
高
い
収
益
率
だ
っ
た
。 

そ
う
い
う
会
社
も
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

セ
ッ
ク
と
同
じ
七
〇
年
五
月
に
誕
生
し
た
「
株
式
会
社
富
士
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
研
究
所
」
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
っ
た
。
創
業
し
た
の
は

野
澤
宏
と
い
う
人
で
あ
る
。
最
初
の
「
本
社
」
は
横
浜
市
旭
区
に
あ

っ
た
団
地
の
一
室
だ
っ
た
。 

 

一
九
四
二
年
東
京
に
生
ま
れ
、
六
六
年
に
東
京
電
機
大
学
の
工
学

部
を
出
た
。
大
明
電
話
工
業
と
い
う
、
電
電
公
社
の
下
請
け
会
社
に

勤
め
た
あ
と
、
六
七
年
に
日
本
電
子
工
学
院
（
の
ち
「
日
本
工
学
院

専
門
学
校
」）
の
講
師
に
な
っ
た
。 

 

「
学
校
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
顔
を
見
せ
る
人
が
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

仕
事
の
人
だ
ろ
う
と
思
っ
て
尋
ね
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
い
る
会
社
の
人
で
、
学
生
を
勧
誘
し
て
い
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
る
、
と
思
っ
た
わ
け
で
す
」 

 

設
立
時
の
社
員
は
、
全
員
が
教
え
子
で
あ
る
。 

 

松
倉
哲
、
浜
明
な
ど
に
と
っ
て
、
野
澤
は
社
長
で
あ
り
先
生
で
も

あ
っ
た
。
学
校
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ん
だ
た
め
に
、
こ
の

会
社
に
は
八
〇
年
代
に
入
っ
て
も
「
夏
休
み
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ

た
。 

 

お
盆
の
季
節
に
三
日
、
四
日
の
有
給
休
暇
を
認
め
る
、
と
い
う
よ

う
な
生
易
し
い
休
暇
で
は
な
い
。
丸
々
一
か
月
、
休
む
。
年
末
年
始

も
二
週
間
の
「
冬
休
み
」
が
あ
っ
た
。 

 

野
澤
が
授
業
で
教
え
た
の
は
マ
イ
コ
ン
だ
っ
た
。
電
子
計
算
機
は

と
て
も
高
価
で
、
専
門
学
校
で
は
購
入
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の

た
め
社
内
で
は
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
の
感
覚
で
使
う
マ
イ
コ
ン
用
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
社
外
で
は
電
子
計
算
機
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
。
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
は

二
次
請
け
、
三
次
請
け
の
派
遣
だ
っ
た
。 

 

―
―
ど
う
す
れ
ば
下
請
け
か
ら
抜
け
出
せ
る
か
。 

 

と
考
え
た
。 

 

労
働
組
合
と
の
関
係
で
残
業
を
規
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
電
機
メ
ー

カ
ー
の
工
場
か
ら
、
制
御
シ
ス
テ
ム
作
り
の
仕
事
を
取
っ
た
。
こ
れ

は
ユ
ー
ザ
ー
と
直
接
契
約
す
る
受
託
型
だ
っ
た
。
松
下
電
器
産
業
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 

こ
の
会
社
に
は
、
東
京
・
芝
浦
に
向
か
う
途
中
に
あ
っ
た
小
さ
な

ビ
ル
に
本
社
を
置
い
て
い
た
当
時
、
取
材
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
木

造
三
階
建
て
の
古
い
建
物
が
あ
っ
た
り
、
運
河
を
わ
た
る
風
に
潮
の

匂
い
が
し
て
い
た
。
む
ろ
ん
現
今
そ
の
あ
た
り
は
再
開
発
が
進
み
、

か
つ
て
の
面
影
は
な
い
。 

 

同
年
代
の
、
の
っ
そ
り
し
た
、
外
見
と
い
う
も
の
を
ま
っ
た
く
気

に
し
な
い
感
じ
の
男
性
が
対
応
し
た
。
名
刺
の
肩
書
き
に
は
「
係
長
」
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と
あ
っ
た
。
松
倉
哲
と
い
う
人
は
、
そ
の
ま
ま
出
世
し
て
二
代
目
の

社
長
に
な
っ
て
い
る
。「
哲
」
は
「
あ
き
ら
」
と
読
む
。 

 
よ
も
や
現
在
は
違
う
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
当
時
は
全
員
が
灰
色
の

工
員
服
だ
っ
た
。 

 

「
社
長
で
す
」 

 

と
紹
介
さ
れ
た
人
も
同
じ
作
業
服
だ
っ
た
。 

 

こ
う
い
う
会
社
も
あ
っ
た
。 

               

        



第 177 次 峰（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

舟
渡
善
作 
ふ
な
わ
た
し
・
ぜ
ん
さ
く
／
１
９
２
３
〜
２
０
１
５
。
一
九
六

六
年
九
月
、
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
創
業
し
社
長
と
な
り
、

九
七
年
会
長
、
二
〇
〇
三
年
相
談
役
と
な
っ
た
。
社
団
法
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
協
会
の
常
務
理
事
、
関
西
支
部
長
を
務
め
た
。 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１ 
日
本
電
気
が
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
を
使
っ
て
開
発
し
た
小

型
計
算
機
。
国
産
電
子
計
算
機
で
初
め
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
マ
シ
ン
と
な
っ

た
。
の
ち
の
「
オ
フ
コ
ン
」
の
原
型
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
第
百
十
二
「
国

民
機
」
参
照
。 

東
京
シ
ス
テ
ム
ハ
ウ
ス 

七
六
年
十
一
月
高
橋
勝
也
が
東
京
・
京
橋
に
創
業

し
、
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
受
託
開
発
と
パ
ソ
コ
ン
用
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
・
販
売
で
成
長
、
九
五
年
に
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
向
け
Ｃ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ 

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
「
Ａ
Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
」
の
販
売
を
開
始
し

た
。 

タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス 

人
が
コ
マ
ン
ド
や
デ
ー
タ
を
入
力
す

る
よ
り
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
演
算
速
度
が
は
る
か
に
速
い
こ
と
を
利
用
し
、
一

個
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
複
数
の
演
算
処
理
を
あ
た
か
も
同
時
に
こ
な
し
て
い

る
よ
う
に
実
行
す
る
。
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
や
メ
モ
リ
ー
を
分
割
し
統
合
的
に
管

理
す
る
こ
と
で
、
実
際
は
順
番
に
処
理
し
て
い
る
の
だ
が
処
理
速
度
が
速
い

た
め
並
列
・
同
時
に
演
算
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
を
実
現
し
て
い

る
の
は
入
出
力
を
制
御
す
る
Ｏ
Ｓ
の
機
能
に
あ
っ
て
、
マ
ル
チ
ユ
ー
ザ
ー
・

シ
ス
テ
ム
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
・
シ
ス
テ
ム
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
シ
ス
テ
ム

の
多
く
は
こ
の
技
術
を
使
っ
て
い
る
。 

内
久
保
晋
一
郎 

う
ち
く
ぼ
・
し
ん
い
ち
ろ
う
／
１
９
２
８
〜 

：
島
根
県

に
生
ま
れ
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
を
出
て
三
和
銀
行
に
入
っ
た
。
八
二
年
日

本
火
災
海
上
保
険
専
務
を
経
て
八
八
年
日
本
シ
ス
テ
ム
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト

副
社
長
、
九
六
年
社
長
、
九
九
年
会
長
と
な
っ
た
が
二
〇
〇
〇
年
十
月
社
長

兼
会
長
に
復
帰
し
〇
一
年
三
月
社
長
を
小
岸
勲
に
譲
っ
た
。 

大
津
タ
イ
ヤ 

大
阪
・
泉
大
津
に
工
場
を
持
つ
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
・
メ
ー
カ

ー
で
「
フ
ァ
ル
ケ
ン
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
た
。
の
ち
「
オ
ー
ツ
タ
イ
ヤ
」

と
改
称
し
、
八
一
年
住
友
ゴ
ム
と
提
携
、
二
〇
〇
三
年
住
友
ゴ
ム
と
合
併
し

た
。「
フ
ァ
ル
ケ
ン
」
は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
と
並
ぶ
同
社
の
タ
イ

ヤ
・
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
。 

第
一
生
命
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

六
八
年
、
東
名
高
速
道
路
大
井
松

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
完
成
し
た
。
十
八
階
建
て
の
巨
大
な
ビ
ル
の
た
め

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
、
一
時
期
は
こ
こ
に
本
社
機
構
を
移
す
と
い

う
こ
と
か
ら
産
業
界
で
話
題
と
な
っ
た
。
結
局
、
本
社
機
構
は
移
転
せ
ず
、

首
都
圏
近
郊
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
子
会
社
の
第

一
生
命
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
（
九
九
年
「
第
一
生
命
情
報
シ
ス
テ
ム
」

に
改
称
）
が
入
っ
て
い
た
。 
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